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読書メモ
万葉集について
・ビギナーズ・クラッシックス　日本の古典　万葉集　角川ソフィア文庫
（阪口由美子　学習院大学院修士課程修了。平安文学専攻。現在、学習院女子中、高等科教諭、ビギナーズ・クラッシックス　日本の古典「蜻蛉日記」「伊勢物語」「枕草子」「堤中納言」の執筆を担当）
・万葉集を読む　吉川弘文館
（古橋信孝　　1943年東京生まれ1969年東京大学文学部卒業現在武蔵大学教授）
・21世紀に読む日本の古典　万葉集　古橋信孝著

1. はじめに：
（1） 前回、「武士道とコンプライアンス」という表題で論文を作成し、次回は「神道とコンプライアンス」という表題で執筆をする予定である。　そうした中、神道というのは、思っていたより奥が深く、また、日本の古来から根差した人々の生活、考え方などについてもっと読み解いていく必要性を感じた。そのためには、日本の３大古典といわれる「古事記」「日本書紀」「万葉集」にあたってみるのが効果的でないかと思った。「古事記」については、一度、読んでいたので、今回は、日本に現存する最古の歌集である「万葉集」を読んでみたいと思った。
(2) 2019年4月1日に新元号「令和」が発表されたが、「万葉集」の「梅の花の歌」がその出典として話題となった。そのせいか現在、かなりの万葉集ブームのようで今回の参考図書として入手した「ビギナーズ・クラッシックス　日本の古典　万葉集」(ベストセラーとのことである)についても、アマゾンで注文して手元に届くまでに2週間を要した。
２．「万葉集」について：
（１）奈良時代末期に編纂された20巻からなる日本最古の和歌集で、4500首あまりの歌が収められており、奈良時代とそれ以前に詠まれた歌の集大成である。
万葉集の編纂、成立の経緯については詳しくは分かってはいないが、一人の編者によってまとめられたのではなく、何人かの編者の手が加わり複雑な過程を経て成立したもので、最終的に大伴家持の手によって20巻にまとめられたのではないかとされている。
（２）その内容は、「雑歌（ぞうか）」「相聞（そうもん）」「挽歌（ばんか）」に分類されている。「雑歌」は行幸や遊宴、旅などさまざまな折の歌であり、晴れがましい歌が多く含まれている。「相聞」はお互いの消息を交わし合う意で、親子・兄弟姉妹・友人など親しい間柄で贈答された歌も含まれるが、多くは男女の恋の歌である。「挽歌」は人の死に関する歌である。
-＞万葉集は、人が生を受けて死ぬまでのほとんどの場面が歌われた歌集のようである。
（３）歌人は、額田王、柿本人麻呂、山部赤人、大伴家持など、天皇や貴族、宮廷歌人が名を連ねている。その一方で、作者不詳の防人や農民などさまざまな身分の人の歌も含まれており、人間性豊かで素朴な表現も多くみられるのが特徴である。
（５）地域的には大和の国が中心であるが、東国で作られた「東歌」など全国各地方の歌も取り入れられていて、なかには方言で詠まれた歌もある。
--＞こうしたことから、7世紀から8世紀の政治や社会を知るうえでの、貴重な史料だといえる。
（４）原文はすべて漢字で書かれており、漢文の体裁をなしている。編纂当時はまだ仮名文字が作られていなかったため、漢字を意味どおりに表記している部分と、漢字の意味とは関係なく漢字の音訓だけを借りて日本語を表記する「万葉仮名」と呼ばれる表記法が多く用いられている。

「万葉集」の名前の由来は「万（よろず）の言の葉を集めたもの」とする説もあるが、「葉」を「世」の意味にとって「万世（よろずよ）に長く伝えるため」の歌集という考え方が、研究者の間では通説のようである。
---＞古代は自然を畏怖し、敬い、山には山の神、川には川の神がいると信じていた時代である。万葉集のつくられた時代はそういった自然に対する畏怖の感情からやがては解放され、自然を自然として讃美するように移行してゆく時代であり人々が自然とともに生きていた時代のようである。そのため、万葉集には自然が豊かに詠み込まれている。山や川は、万葉人と身近な存在である。ことに飛鳥・藤原宮から平城京に至るまで日本の中心であった奈良盆地の中央を流れる大和川は人々にとってとても身近なものであり、人々の暮らしと関わって数多くの歌が残されているとのことである。
３．「梅の花」：
（１）2019年4月1日に新元号「令和」が発表されたが、その出典として「万葉集」の
「万葉集・梅花（うめのはな）の歌三十二首并せて序」の「時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やわら）ぎ(一部抜粋)」より引用されたとして話題となった。政府の説明では、
「厳しい寒さの後に春の訪れを告げる、見事に咲き誇る梅の花のように、日本人がそれぞれの花を大きく咲かせることができる、そんな日本でありたい」という意味が込められてあり、新元号「令和」について「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ意味が込められている」と述べた。
これまでの元号には中国の古典が用いられていて、日本の古典が元号の出典とされたのは初めてとのことである。
（２）梅花の宴：
　天平2年「730」年正月13日、大宰師（だざいのそち）大伴旅人邸の梅園に山上憶良以下下級官人三十余名が集まり、梅花の宴を催した。中国の落梅の詩になぞらえ大和歌で梅を詠（うた）おうとの趣向である。宴席で32首の歌が詠（よ）まれ、また、後から６首が唱和された。遠く都を離れたこの地の筑紫花壇では、旅人を中心としたこのような雅やかな宴が行われていたようである。
序文には、中国の詩序にならい、次のような記載がある。
梅花（うめのはな）の歌三十二首并せて序
-----------------------------------------------

原文：
十三日に、師（そち）の老（おきな）の宅（いへ）に萃（あつ）まりて、宴会を申（ひら）く。時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やはら）ぎ、梅は鏡前（けいぜん）の粉（ふん）を披（ひら）き、蘭（らん）は珮後（はいご）の香（かう）を薫（くゆら）す。加之（しかのみにあらず）、曙（あけぼの）の嶺に雲移り、松は羅（うすもの）を掛けて蓋（きにがさ）を傾け、夕の岫（くき）に霧結び、鳥はうすものに封（こ）めらえて林に迷（まと）ふ。庭には新蝶（しんてふ）舞ひ、空には故雁（こがん）帰る。ここに天を蓋（きにがさ）とし、地を座（しきゐ）とし、膝を促（ちかづ）け觴（かづき）を飛ばす。言（こと）を一室の裏（うら）に忘れ、衿（えり）を煙霞の外に開く。淡然（たんぜん）と自（みづか）ら放（ひしきまま）にし、快然と自（みづか）ら足る。若し翰苑（かんえん）にあらずは、何を以（も）ちてか情（こころ）を述（の）べむ。詩に落梅の篇を紀（しる）す。古（いにしへ）と今（いま）とそれ何そ異（こと）ならむ。宜（よろ）しく園の梅を賦（ふ）して聊（いささ）かに短詠を成すべし。

（現代語訳）-----------------------------------------
天平二年正月十三日に、大宰師の大伴旅人の邸宅に集まりて、宴会を開く。時に、初春の好き月にして、空気はよく風は爽やかに、梅は鏡の前の美女が装う白粉のように開き、蘭は身を飾った香のように薫っている。のみにあらず、明け方の嶺には雲が移り動き、松は薄絹のような雲を掛けてきぬがさを傾け、山のくぼみには霧がわだかまり、鳥は薄霧に封じ込められて林に迷っている。庭には蝶が舞ひ、空には年を越した雁が帰ろうと飛んでいる。ここに天をきぬがさとし、地を座として、膝を近づけ酒を交わす。人々は言葉を一室の裏に忘れ、胸襟を煙霞の外に開きあっている。淡然と自らの心のままに振る舞い、快くそれぞれがら満ち足りている。これを文筆にするのでなければ、どのようにして心を表現しよう。中国にも多くの落梅の詩がある。いにしへと現在と何の違いがあろう。よろしく園の梅を詠んでいささの短詠を作ろうではないか。
-----------------------------------------------


この漢詩風の一文は、梅花の歌三十二首の前につけられた序で、書き手は不明であるがおそらくは、山上憶良の作かとされている。
その内容によると、天平二年正月十三日に大宰府の大伴旅人（おほとものたびと）の邸宅で梅の花を愛でる宴が催されたとある。このころ梅は大陸からもたらされたものとして非常に珍しい植物だったようである。当時、大宰府は外国との交流の窓口でもあったのでこのような国内に無い植物や新しい文化がいち早く持ち込まれる場所でもあった。

この序では、前半でそのような外来の梅を愛でる宴での梅の華やかな様子を記し、つぎに梅を取り巻く周囲の景色を描写し、一座の人々の和やかな様を伝えている。
そして、中国にも多くの落梅の詩があるように、「この庭の梅を歌に詠もうではないか」と、序を結んでいる。

この後つづく三十二首の歌は、座の人々が四群に分かれて八首ずつ順に詠んだものであり、各々円座で回し詠みしたものとなっている。後の世の連歌の原型とも取れるような共同作業的雰囲気も感じられる。
正月立ち（むつきたち）春の来たらばかくしこそ　梅を招（お）き来つつ　楽しき終へめ（815）
（正月になって春が来たら、毎年このように、梅の花を宴会の正客（しょうきゃく）として招いて楽しみの限りを尽くそう）
梅の花　折りかざしつつ　諸人（もろびと）の　遊ぶを見れば都しぞ思ふ（852）
（梅の花をかんむりに挿して人々が遊ぶのをみると都がしみじみと懐かしく思われる）
815は、作者は、大伴旅人、852は、作者不詳。
この時期，大伴旅人には、中央復帰の観測が生じてきていた。また、地方に赴任していた地方官人たちも、もう一度都の土を踏みたいと願うものの、もしかしたら、都に帰ることはできないかもしれないとの不安感もあったようである。そのような微妙な温度差が感じられる。　
-+　以上
4

